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上
博
楚
簡
『
武
王
践
昨
』
（
以
下
、
楚
簡
本
）
は
、
馬
承
源
主
編

『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
七
）
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
ニ

O
O
八
年
）
に
収
録
さ
れ
た
残
存
竹
簡
十
五
簡
か
ら
な
る
竹
書
で

あ
る
。
同
書
「
釈
文
考
釈
」
（
陳
侃
芥
氏
担
当
）
が
、
「
本
篇
原
無

篇
題
、
煉
其
内
容
武
王
問
於
師
尚
父
、
師
尚
父
告
之
以
丹
書
、
武

王
鋳
銘
器
以
自
戒
之
事
、
輿
《
大
戴
證
記
・
武
王
践
昨
》
篇
相
合
、

故
名
」
と
述
べ
る
ご
と
く
、
『
大
戴
礼
記
』
武
王
践
昨
篇
（
以
下
、

伝
世
本
）
と
の
間
に
共
通
性
が
認
め
ら
れ
、
本
篇
の
仮
称
は
そ
れ

に
も
と
づ
く
。
竹
簡
の
形
制
に
関
す
る
デ
ー
タ
は
以
下
の
通
り
で

あ
る
。

本
篇
存
十
五
簡
、
竹
簡
設
上
・
中
・
下
三
道
編
縄
、
契
口

棧
斜
、
位
於
竹
簡
右
側
。
簡
長
四
十
一
•
六
至
四
十
三
·
七

腋
米
不
等
、
各
簡
自
上
契
口
以
上
皆
残
、
中
契
口
距
頂
端
為

十
八
·
一
至
二
十
•
三
脈
米
、
中
契
口
典
下
契
口
間
距
為
二

上
博
楚
簡

『
武
王
践
昨
』

簡
6

中
国
研
究
集
刊
麗
号
（
総
四
十
八
号
）
平
成
二
十
一
年
六
月
六
九
ー
七
四
頁

。
簡
8
簡
首
餓
字
説

十
•
四
至
二
十
•
三
椅
米
、
下
契
口
至
尾
端
為
ニ
・
五
至

ニ
・
七
椅
米
。
各
簡
字
敷
二
十
八
字
至
三
十
八
字
不
等
、
総

存
四
百
九
十
一
字
、
其
中
重
文
八
字
‘
輩
面
書
窟
、
皆
書
於

竹
黄
、
字
腔
工
整
、
字
距
梢
寛
。
篇
末
有
墨
鈎
、
以
示
本
文

結
束
。

残
存
す
る
十
五
簡
の
竹
簡
は
す
べ
て
上
端
部
分
が
映
失
し
、
完

簡
は
見
ら
れ
な
い
(
[
図

I
]
参
照
）
。
た
だ
し
留
意
す
べ
き
は
、

劉
洪
濤
氏
(
I
t
l
)

が
指
摘
す
る
ご
と
く
、
上
博
楚
簡
『
民
之
父
母
』

（
残
存
十
四
簡
）
（
注
2
)

と
の
間
に
字
体
・
形
制
の
両
面
に
お
い
て
緊

密
な
共
通
性
が
認
め
ら
れ
、
両
者
は
も
と
も
と
同
巻
で
あ
っ
た
と

見
な
さ
れ
る
点
で
あ
る
。
『
武
王
践
昨
』
と
同
様
、
『
民
之
父
母
』

に
も
竹
簡
上
端
部
分
に
映
失
が
認
め
ら
れ
、
そ
れ
が
両
者
を
同
巻

と
見
る
有
力
な
根
拠
の
一
っ
と
も
な
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、

幸
い
に
も
『
民
之
父
母
』
に
は
完
簡
が
簡
（
簡

5
)
残
存
し
て

福

田

哲

之
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お
り
(
[
図

II]
参
照
）
、
各
簡
の
残
存
簡
長
と
残
跛
字
と
の
関
係

を
把
握
す
る
上
で
―
つ
の
基
準
と
な
る
。

残
存
簡
長
と
簡
首
の
残
映
字
と
の
関
係
を
分
析
す
る
と
、
残
存

簡
長
が
四
十
三
•
五
セ
ン
チ
以
上
の
場
合
は
、
簡
首
の
第
一
字
が

残
存
す
る
状
況
が
認
め
ら
れ
る
の
に
対
し
、
残
存
簡
長
が
四
十
三

セ
ン
チ
以
下
の
場
合
は
、
簡
首
の
第
一
字
に
峡
損
あ
る
い
は
餓
失

が
生
じ
て
い
る
（
末
尾
[
別
表
]
参
照
）
丘
忍
し
た
が
つ
て
、
『
武

王
践
昨
』
残
存
十
五
簡
の
う
ち
簡
長
が
四
十
三
セ
ン
チ
以
下
で
、

簡
首
に
映
字
が
想
定
さ
れ
て
い
な
い
簡

6
（
四
十
ニ
・
三
セ
ン
チ
）

お
よ
び
簡
8

（
四
十
一
•
六
セ
ン
チ
）
に
つ
い
て
は
、
釈
読
に
再

考
の
余
地
が
生
ず
る
。

2
.
 2
 

2
0
.
6
 

[
図
I
I
]『
民
之
父
母
』
簡
5

完
簡
簡
長
四
十
五
•
八
セ
ン
チ

上

契

口

中

契

口

1
8
.
 1~20. 

3
 

[図

I
]
『
武
王
践
昨
』
残
存
簡
長
四
十

』

9

9

士
契
口

9

9

9

 

中
契
口

六

S
四

ニ
・
七
セ
ン
チ

2
0
.
 
4~21. 

3
 

2
.
 s~2. 

7
 

以
下
、
私
見
に
よ
り
餓
字
を
補
入
し
た
楚
簡
本
の
本
文
と
伝
世

本
の
本
文
と
を
併
記
し
、
個
別
に
検
討
を
加
え
て
み
よ
う
。

2
0
.
 5
 

（
一
）
簡
6
簡
首
の
訣
字

…
…
武
王
聞
之
恐
憚
、
為
【
簡
5
】

…
…
【
簡

6
】
〈
楚
簡
本
〉

…
…
王
聞
書
之
楊
若
恐
憚
、
退
而
為
戒
書
。
於
席
之
四

端
為
銘
焉
、
…
…
〈
伝
世
本
〉
(
r
l
4
)

2
.
 5
 

下
契
口

下
契
口

、
銘
於
席
之
四
端
、

(70) 



伝
世
本
で
は
、
師
尚
父
か
ら
丹
書
の
言
を
聞
い
て
恐
憚
し
た
武

王
が
、
退
出
し
て
戒
書
を
つ
く
り
、
席
の
四
端
に
銘
を
つ
く
る
。

と
こ
ろ
が
、
楚
簡
本
の
原
釈
「
武
王
聞
之
恐
憚
。
為
銘
於
席
之
四

端
」
（
注
う
）
で
は
、
銘
を
つ
く
る
の
み
で
戒
書
に
つ
い
て
の
記
述
は
見

え
な
い
こ
と
に
な
る
。
伝
世
本
と
の
対
応
関
係
を
踏
ま
え
れ
ば
、

簡
6
の
簡
首
に
は
「
書
」
字
が
存
在
し
た
可
能
性
が
高
く
、
楚
簡

本
も
基
本
的
に
伝
世
本
と
同
様
の
記
述
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
二
）
簡
8
簡
首
の
鋏
字

…
…
緊
銘
日
、
見
其
前
、
必
慮
其
後
。
【
簡

7
】
[
盟
]
盤
銘

曰
、
輿
其
溺
於
人
、
寧
溺
於
淵
、
…
…
【
簡
8
】
〈
楚
簡
本
〉

…
…
鑑
之
銘
曰
‘
見
爾
前
、
慮
爾
後
。
盟
盤
之
銘
日
、
輿
其

湖
於
人
也
、
寧
溺
於
淵
。
•
•
…
•
〈
伝
世
本
〉
（
注
g

簡
7
末
部
「
見
其
前
、
必
慮
其
後
」
の
「
其
前
」
と
「
其
後
」

と
の
対
応
か
ら
み
て
、
「
緊
銘
」
の
内
容
は
「
後
」
字
で
完
結
し
た

と
見
な
さ
れ
る
。
一
方
、
前
後
の
各
銘
の
並
列
関
係
に
よ
れ
ば
「
後
」

字
の
後
に
接
続
語
が
存
在
し
た
可
能
性
は
極
め
て
低
い
。
こ
れ
ら

の
点
を
踏
ま
え
れ
ば
、
簡

8
簡
首
に
想
定
さ
れ
る
峡
字
が
、
二
字

か
ら
な
る
器
物
名
の
第
一
字
に
該
当
す
る
こ
と
は
ほ
ぼ
疑
い
な
い
。

注
簡
8
冒
頭
の
器
物
名
の
第
二
字
の
釈
読
に
つ
い
て
は
、
原
釈
の

「
従
金
従
盤
（
読
為
「
盤
」
）
」
元
7
)

に
対
し
て
、
復
旦
大
学
出
土

文
献
与
古
文
字
研
究
中
心
研
究
生
読
書
会
江
8
)

は
「
従
金
従
盆
（
読

為
「
盟
」
）
」
、
何
有
祖
氏
(lt

り
）
は
「
従
金
従
安
従
皿
（
読
為
「
盟
」
）
」

と
す
る
。
字
形
•
音
韻
の
両
面
か
ら
何
氏
の
見
解
が
す
ぐ
れ
る
が
、

こ
れ
に
従
え
ば
、
楚
簡
本
と
伝
世
本
と
は
本
文
を
異
に
す
る
こ
と

と
な
り
、
第
一
字
の
映
字
に
つ
い
て
は
、
い
く
つ
か
の
候
補
を
提

示
し
得
る
も
の
の
、
最
終
的
な
結
論
を
導
く
こ
と
は
困
難
と
な
る
。

た
だ
し
何
氏
の
見
解
に
つ
い
て
は
、
「
従
金
従
安
従
皿
」
の
う
ち

声
符
に
あ
た
る
「
安
」
の
字
形
が
や
や
不
自
然
で
あ
る
点
に
な
お

疑
問
の
余
地
が
見
い
だ
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
仮
に
当
該
字
を

「
従
金
従
盤
（
読
為
「
盤
」
）
」
の
謡
体
と
解
釈
し
得
る
な
ら
ば
、

伝
世
本
と
の
整
合
性
と
い
う
点
か
ら
、
第
一
字
に
「
盟
」
字
の
鋏

失
を
想
定
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
今

後
さ
ら
に
慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

(
1
)

劉
洪
滴
「
《
民
之
父
母
》
・
《
武
王
践
昨
》
合
編
一
巻
説
」
復
旦
大
学

出
土
文
献
与
古
文
字
研
究
中
心
網
姑
、
二

O
O
九
年
一
月
五
日
。

(
2
)

馬
承
源
主
編
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
二
）
』
（
上
海
古
籍

出
版
社
、
一

0
0
二
年
）
所
収
。
「
釈
文
考
釈
」
担
当
は
液
茅
左
氏
。

(71) 



(
3
)
馬
承
源
主
編
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
七
）
』
第
一
六
二
頁

に
は
、
簡

1
1の
簡
長
は
四
十
二
•
八
セ
ン
チ
と
あ
る
が
、
同
書
第
三

頁
の
竹
簡
全
体
の
カ
ラ
ー
図
版
に
よ
れ
ば
、
簡
11
は
簡
長
四
十
ニ
・

九
セ
ン
チ
の
簡
12
に
比
べ
て
か
な
り
長
く
、
簡
長
の
記
載
に
誤
り
が

あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
ほ
ぼ
原
寸
と
見
な
さ
れ
る
「
釈

文
考
釈
」
の
図
版
に
よ
れ
ば
、
簡
長
は
四
十
三
・
八
セ
ン
チ
と
計
測

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
あ
る
い
は
「
四
十
二
•
八
」
は
「
四
十
三
・
八
」

の
誤
り
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
れ
ら
の
点
か
ら
、
簡

1
1の
簡
長
は
四
十
三
•
五
セ
ン
チ
以
上
で
あ
る
可
能
性
が
高
く
、
上

端
の
「
武
」
字
が
簡
首
第
一
字
で
あ
り
、
残
映
字
は
存
在
し
な
い
と

見
て
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
。

(
4
)
王
聘
珍
『
大
戴
礼
記
解
詰
』
（
中
華
書
局
、

四
-
1
0
五
頁
。

(
5
)
馬
承
源
主
編
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
七
）
』
第
一
五
六
頁
。

(
6
)

王
聘
珍
『
大
戴
礼
記
解
詰
』
第
一

0
五
頁
。

(
7
)
馬
承
源
主
編
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
七
）
』
第
一
五
八
頁
。

(
8
)
復
旦
大
学
出
土
文
献
与
古
文
字
研
究
中
心
研
究
生
読
書
会
（
劉
嬌

執
筆
）
「
《
上
博
七
・
武
王
践
昨
》
校
読
」
、
復
旦
大
学
出
土
文
献
与
古

文
字
研
究
中
心
網
姑
、
二

0
0
八
年
十
二
月
三
十
日
。

(
9
)
何
有
祖
「
上
博
七
《
武
王
践
昨
》
II

盟
II

字
補
釈
」
、
武
漢
大
学
簡
吊

研
究
中
心
簡
吊
網
、
二

0
0九
年
一
月
二
日
。

一九八三年）第一〇

簡 簡 簡 簡 簡 簡 簡 簡 簡 簡 簡 簡 簡 簡 簡 編
15 14 13 12 11 10 ， 8 7 6 5 4 3 2 1 号
ギ 今 今 .::,.. ギ "'" 今 ギ ,jS. 今 今 ギ 忠 >+'- ギ 簡w N N !"" じ3 じ3 N >-' じS ト3 じこ w じこ） じこ

“ 
0:, 

“ 
co 今 w 00 

“ ゚
ギ ...., en .i,. w 長

誤ヽ

＾ 記
cm 

~ 

層］直 " '' 国
r→ 「-, .--, 

圏 r→ r. 在 r→ 簡公 以 ナ 母 ナ 所 ナ 世 武

工工
<-J L.....J 
シ

L...J 
シ し-」 シ

L....J 

五
し_, L-J L....J 首

半 半
'--' 回 半 回 残

~ 映 賊ヽ 映~ 麟

[
別
表
]
上
博
楚
簡
『
武
王
践
昨
』
『
民
之
父
母
』
の
簡
長
と
簡
首

残
峡
字
と
の
関
係

上
博
楚
簡
『
武
王
践
昨
』
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簡 簡 簡 簡 簡 簡 簡 簡 簡 簡 簡 簡 簡 簡 n“扁― 
14 13 12 11 10 ， 8 7 6 5 4 3 2 1 方ロ
忠 ギ .is. お N "' 今 *'- >+'- ギ "" 今 ギ 忠 簡N ト3

゜
w w w 

゜
c.n N じ じS

w w 01 w 今 co 〇 (X) w en 01 長
ヘ完

＾ 簡
cm 

ヽ

r,  r→ 
於 不

'' 
,-, 志し一 属
,.., '--' L...J ナ ナ '' ナ r→ 「-,

.-, r,  
簡之 無 ) ＼ シ シ

之 シ 所 之 子
首L..J L.....J L...J L...J .____, L...J 1-J '-」

団 「--, 「--, 図 残
口 服

讐し～ '-' 

21 19 
字 にナ

上
博
楚
簡
『
民
之
父
母
』

[
付
記
―
]

本
稿
は
、
武
漢
大
学
簡
吊
研
究
中
心
簡
吊
網
（
二

O
O
九
年
一

四
日
）
に
発
表
し
た
中
文
拙
稿
「
《
上
博
七
•
武
王
践
昨
》
簡

6
•

簡
8
簡

首
峡
字
説
」
に
も
と
づ
く
。
速
報
性
を
重
視
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
性

月
二
十

格
上
、
中
文
版
で
は
最
小
限
の
要
点
の
み
を
簡
潔
に
述
べ
た
が
、
本
稿
で

は
理
解
の
便
を
配
慮
し
て
、
形
制
に
関
す
る
デ
ー
タ
な
ど
を
補
足
し
図
表

を
加
え
た
。
た
だ
し
全
体
の
論
旨
に
変
更
は
な
い
。

筆
者
の
見
解
に
対
し
て
、
武
漢
大
学
簡
吊
研
究
中
心
簡
吊
網
の
「
簡
吊

論
壇
」
（
二

0
0
九
年
三
月
二
十
五
日
）
に
「
海
天
遊
縦
」
の
筆
名
で
二
討

論
]
問
於
武
王
践
詐
簡

8
簡
首
峡
字
」
と
題
す
る
論
考
が
発
表
さ
れ
た
。

こ
れ
は
簡
8
簡
首
の
二
字
「
冨
巴
盤
」
の
釈
読
に
つ
い
て
、
青
銅
器
銘
文

や
楚
簡
の
用
例
を
中
心
に
そ
の
妥
当
性
を
検
証
し
た
も
の
で
あ
る
。
単
に

卑
見
に
対
す
る
補
訂
に
と
ど
ま
ら
ず
、
上
博
楚
簡
『
武
王
践
昨
』
の
釈
読

と
い
う
点
か
ら
も
重
要
な
意
義
を
も
っ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
以
下
に
引

用
し
、
併
せ
て
ご
示
教
に
謝
意
を
表
し
た
い
。

剛
才
拝
讀
福
田
哲
之
先
生
大
作
、
頗
受
啓
検
。
野
於
《
武
王
践
詐
》

簡
8
簡
首
鉄
字
、
福
田
先
生
認
為
「
掠
上
述
内
容
推
定
、
簡
8
簡
首

的
映
字
可
以
晒
無
疑
問
的
設
想
為
是
有
雨
個
字
組
成
器
皿
名
的
第
一

個
字
。
…
…
椴
設
該
字
繹
為
II

従
金
従
盤
（
盤
）
II

的
謡
腔
、
従
其
輿

偲
本
的
整
合
性
束
看
、
餓
失
的
第
一
個
字
設
想
為
II

盟
II

會
較
為
穏

妥
。
」
按
、
簡
8
開
頭
讀
為
「
【
盟
】
盤
」
有
可
能
是
封
的
、
除
了
今

本
文
献
可
封
照
外
、
青
銅
器
亦
有
「
盟
盤
」
的
文
例
、
如
《
集
録
》
l

0
0
0

所
載
浙
川
下
寺
M
2
:
5
2

棚
盤
「
棚
之
盟
盤
」
、
又
如
《
集
成
》

l
0
0
9
 

9

徐
王
義
楚
盤
「
自
作
盟
盤
」
（
「
盟
」
字
参
李
家
浩
先
生
考
繹
、
《
古

研》

1
9

頁
9
1
)
0

所
以
《
武
王
践
詐
》
簡
8
簡
首
首
字
餓
「
盟
」
是
可
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以
的
。
至
於
第
二
字
、
輿
其
認
為
是
字
形
訛
妻
、
恐
伯
分
析
為
音
近

設
為
「
盤
」
更
為
合
理
。
該
字
可
如
何
有
祖
先
生
分
析
為
従
金
従
安

従
皿
、
顕
然
是
従
「
安
」
得
替
、
元
部
影
紐
、
盤
、
元
部
並
紐
。
壺

韻
、
替
紐
看
起
束
似
遠
、
不
過
是
有
可
能
相
通
的
。
如
《
易
・
革
》
「
君

子
豹
嬰
其
文
蔚
也
」
、
《
説
文
・
文
部
》
斐
下
引
「
蔚
」
（
影
）
作
「
斐
」

（
榜
）
、
《
古
字
通
椴
會
典
》
頁
5
9
9
。
又
如
《
性
自
命
出
》
3
1

「
鬱
陶
」

之
「
鬱
」
（
影
紐
物
部
）
、
嗚
勝
君
先
生
以
為
賞
為
「
諄
」
字
（
並
紐

物
部
）
、
参
《
郭
店
簡
興
上
博
簡
封
比
研
究
》
頁
2
2
4
ー

2
2
5

、
輿
《
武

王
践
詐
》
替
韻
情
況
正
同
。
又
如
臆
、
《
説
文
段
注
》
頁
2
1
5

日
讀
輿

「
揺
」
（
影
鐸
）
同
。
《
天
星
観
》
•
《
秦
家
嘴
》
的
「
紳
腋
（
影
紐
鐸

部
）
」
即
文
献
的
「
申
縛
（
並
紐
鐸
部
）
」
、
参
《
楚
地
簡
吊
思
想
研
究

（
二
）
》
頁
2
6
7

。
亦
輿
《
武
王
践
詐
》
情
況
相
同
。
綜
合
以
上
、
則

該
字
確
有
可
能
音
近
讀
為
「
盤
」
。

[
付
記
二
]

本
稿
は
、
平
成
二
十
一
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
(
C
)
）
「
戦

国
簡
韻
文
字
の
地
域
差
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」
（
課
題
番
号
2
0
5
2
0
3
8
6
)

に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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